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視点 愛着理論に基づいた 
「抱っこ」の重要性

沖縄大学人文学部福祉文化学科
教授　名　城　健　二

愛着理論とは、心理学者であり精神分析者でもあ
るジョン・ボウルビィ（1907～ 1990年）が、人
と人との親密さを表現しようとする愛着行動を理論
化したものです。ジョン・ボウルビィは、こどもは
社会的、精神的発達を正常に行うために少なくと
も「一人の養育者」と親密な関係を維持しなければ
ならないとし、それがうまくいかない場合は、将来
「社会的、心理学的な問題」を抱えるだろうとして
います。愛着理論では、乳幼児の「愛着行動」をス
トレスのある状況で養育者への親密さを求めるため
に行っていると考えます。
「一人の養育者」とは、通常母親であり、「社会的、
心理学的な問題」とは児童期で言えば不登校や非行
など、思春期だとさらに自傷行為や摂食障害など、
青年期だとアルコール・薬物依存などのメンタルヘ
ルス課題、児童虐待やDVなどの暴力行為です。「愛
着行動」とは、乳幼児が不安や恐怖を感じる時に、
親密さや安心を求めて、特定の養育者に求める行動
（泣く、近づく、しがみつくなど）です。乳幼児は、
特定の安心できる養育者とアタッチ（ひっつく）す
ることで、自分の不安定な感情を落ち着かせます。
つまり、泣く行為で親を呼び求め、それに反応した
親が抱っこでスキンシップを取り、声をかけること
で、こどもは安心感を得ることができます。この日
常の一連の流れが、親子の愛着形成にとって重要な
場面であり、「抱っこ」がその手段となります。
愛着形成にとって最も重要な時期は、生後 6カ
月から2歳頃まで（1歳半という説もある）と言わ
れています。それ以前の生後 3カ月頃から乳児は、
授乳やおむつ替えなど自分のことをよく世話してく
れる人に関心を示し、愛着を求め、その人を選んで
笑顔を見せるようになります。この行為は、「赤ちゃ
んの社会的微笑」と言われ、乳児は自ら生命を維持
していくための手段として、よく世話してくれる人
に「つくり笑い」ともいえる、笑顔を振りまくよう
になります。微笑を向けられた親は、あっという間
にその愛顔の虜になり、目の前のわが子を愛おしく
思い、世話をしたいという欲求が高まります。この

時、赤ちゃんにも親にも幸せホルモンである、オキ
シトシンが大量に分泌され、相互に幸福を感じる時
間となります。この時間と空間を共有する関係性こ
そが、親子の愛着を形成します。
愛着とは、特定の人に対する情緒的な心の絆であ
り、愛着形成は抱っこから始まり生涯発達します。
昔の子育ての場面で、抱っこし過ぎると甘えん坊に
なり自立心が育たないからと、「抱き癖をつけない
ように」と言われることがありました。しかし、現
在はそれとは真逆で、抱っこは赤ちゃんの情緒の安
定や信頼関係の構築、自立心が育つことにつながる
との研究が進んでいます。赤ちゃんは、何かしらの
理由（お腹がすいた、眠たい、びっくりしたなど）
があり、泣くことで親のケアを求めます。心理学者
のアブラハム・マズロー（1908 ～ 1970 年）は、
その行動を人間の生理的欲求とし、その欲求が満た
されると乳児は、世の中を安全だと学習（安全の欲
求が満たされる）するとしています。逆に言うと、
乳児期に抱っこが足りないこどもは、生理的欲求が
十分に満たされておらず、4～ 5歳になっても親
の抱っこを求めます。この状態を、「抱き癖がつく」
と見てしまうと、抱っこが足りないがゆえに不安感
を抱えているこどもを突き放し、今後も不安感を抱
えたまま成長させていくことになります。こどもの
将来の自立の前提は、乳幼児期の十分な依存（抱っ
こ）が根底にあることを忘れてはなりません。
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日本福祉大学を卒業後、地元の沖縄県で社会福祉協議会や精神科
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